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平成２９年度第１回新温泉町総合教育会議議事録 

１ 日 時 平成２９年５月９日（火）午前８時５８分～１０時５１分 

２ 場 所 浜坂多目的集会施設会議室 

３ 出席者 

 （構成員）岡本町長、田中教育委員長、北村教育委員長職務代行者 

      中井教育委員、大林教育委員、岡本教育長 

 （事務局）西村こども教育課長、宇野こども教育課課長補佐兼教育総務係長 

４ 欠席者 

（事務局）川夏生涯教育課長 

５ 傍聴者 １名 

６ 会議録署名人 

  岡本町長、田中教育委員長 

７ 協議・調整事項 

（１）教育に関する大綱の改定について 

（２）浜坂認定こども園整備検討状況について 

（３）その他 

         ********    開会 午前８時５８分    ******** 

○宇野こども教育課長補佐兼教育総務係長 それでは、少し早いですが、おそろいで

すのではじめさせていただきます。おはようございます。お忙しいなかにもかかわり

ませず、お集まりいただきまして、ありがとうございます。 

 本年度、平成２９年度第１回の新温泉町総合教育会議ということで開催いたします。

この会議ですが、平成２７年度から始まりまして、地教行法の法律に基づき開催する

ものです。本日傍聴者のほう、兵庫県教職員組合美方支部の村尾さんのほうがお越し

です。御了承願います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、主催者であります町長より御挨拶を申し上げます。 

○岡本町長 委員の皆さん、改めましておはようございます。 

 ツツジの花が大変きれいに咲く季節になりました。青葉が本当に目にしみる、そん

ないい季節であります。委員の皆さん方には、大変お忙しい中をこうして御参会を賜

りまして、厚くお礼を申し上げますとともに、平素から教育行政、それぞれ大変な御
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尽力をいただいておりますことをあらためましてお礼を申し上げる次第でございます。 

 先ほど、司会のほうでございましたけれども、地方教育行政組織法が２７年に改正、

施行されました。はや３年目になります。本日は地方教育行政組織法によりまして、

それぞれの自治体の長がこういう形で教育総合会議を主催することになりまして、こ

れが大体、年に２回開催をさせていただいております。皆さん方の御意見を賜りなが

ら、町の教育にともに認識を一致させながら、相互の執行側と理解を深めていくとい

う趣旨であろうというふうに思っております。 

 きょうは、特に第２期の基本計画が３月に策定されましたこと、それに伴いまして

町の教育大綱を定めたいということで、本日御案内を差し上げたところでございます。

聞きますれば、１１時までには、まあまあ、閉じたいというような思いも持っており

ますので、どうぞひとつ、限られておりますけれども、時間が、闊達な御意見を賜り

まして、適切な結果を得られますように御配意をお願い申し上げまして、一言、冒頭、

お礼の御挨拶をさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○宇野こども教育課長補佐兼教育総務係長 ありがとうございます。 

 続きまして、田中教育委員長、お願いします。 

○田中教育委員長 おはようございます。きょうは、本年度最初の総合教育会議とい

うことで、ある面では心待ちにし、ある面では何を語り、どんな方向が出るのかなと

いうふうな楽しみでもあるわけでございます。 

 さて、４月から教育委員会事務局のほうにも頑張ってもらいまして、各学校のほう、

それぞれの新しいメンバー、新しい子供を迎えた組織の中でスタートしていると思い

ます。その中で、ちょっと余談なことをお話ししたいと思います。学校は真っ先に決

めるのは、願いがあってそれを実現するために学校の、簡単に言うと時間割りを決定

します。時間割りと同時に１日の生活の流れを決定していきます。で、その流れを１

年間通すことによって、季節によって変える場合もありますけども、その願いの実現

に向けていこうというふうなことをやっているわけですけども、その中で、皆さん授

業の始まりは皆さんそれぞれの時代で違うと思います。何によって授業の始まりをし

たか。私の小学校のときには、用務員さんが、からんからんからんって鐘を鳴らして

くれて、その鐘の音で、ああっ、何時間目の授業が始まったとか終わりだとか昼だと

か知りました。でも、私も学校現場で、それがいつしかいろんなものがチャイムとい

うふうな音楽によって動いた、メロディーによってと。 



－3－ 

 ところが、今学校の中で、全てそういう生活リズムがチャイムで動いているんでし

ょうか。そんな意識で学校を見られたことはありますか。あれ、鳴っていないじゃな

いかという学校もあると思います。忘れとるんかなと思ったりもすることがある。か

と思えば、反対に、日曜で誰もいないはずなのに、学校でチャイムだけが、たんたん

たらたら鳴っている学校がある。いろんな現実があると思いますが、実は、チャイム

１つ、一番生活の基盤なのにそれをなくそうというふうなことを私たち現場でやって

おりまして、ノーチャイムと言われているんですね。各委員さん、何でだと思います

か。一番生活の中で時間を守れ、何とかって言われてるのに、それをとってしまおう

という。実は、そこには、今の教育の中、教育長が一番目指している部分もあるけど

も、私たちのほうにも、子供たちがみずから考え判断し行動する、この言葉の中の一

つに、結局、他に流されて、物に促されて自分が、あっ、授業が始まった、終わった、

生活、次は遊び時間が終わったから教室入らなあかん、手を洗わなあかん、掃除に行

かなならん、それをみずから、あっ、時計が大体これぐらいだから、次はこうせなあ

かん。自己判断、自立への一つとして取り組まれたのがノーチャイムだと思います。

だから、これは学校によって全部違うと思います。教育長、今は全部違うんですね。

ノーチャイムでやっているところもあれば、部分的にやっているところもあるし、全

面的にそれをやろうというところもあるし、いやいや、そういう体制では、子供は、

うちの子は育たんから、チャイムを普通どおりやろうという学校もある。教育ってそ

んなふうになってると思います。それぞれのところで目指すものについて、各学校の

中でそれぞれの思考の中で方策を練って具現に向けて取り組んでいって設けておられ

ると思います。 

 私たちは学校訪問させてもらいますけども、きょうの会議でもそうですけども、私

たちの町の子供たちは、どんな方向に向かってという方策についての一助になろうか

と思います。そんな思いで私たち教育委員としましては、町民の目線で、それこそ今

いろんな目線のもとにいます。目線で、子供たちをどんな方向づけの中で育てていっ

ていただくのがよいか、そんなふうな思いで見つめていけたらと思います。きょうは、

町長と一緒にそういうことを共通に語れる場ということで期待をしています。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○宇野こども教育課長補佐兼教育総務係長 ありがとうございました。 

 そうしましたら、協議・調整事項のほうに入りたいと思います。以降の進行は町長
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のほうからお願いいたします。 

○岡本町長 それでは、私のほうから議事を進めさせていただきます。 

 まず、第一の教育に関する大綱の決定についてをお諮りをいたしたいというふうに

思っております。皆さんのお手元に皆さん方の大変な御努力の中で、第２期の新温泉

町教育振興基本計画があるというふうに思います。３月に教育委員の皆さん方が決定

をされたものだというふうに思っております。中身的には皆さんの御協議の中で、非

常に網羅的にしっかりと町の目指すべき教育の中身を定めておられるというふうに思

っております。 

 つきましては、この第２期の基本計画をもって町の大綱というふうに決定をさせて

いただきたいということで御提案申し上げるところでございます。皆さんの御意見を

求めたいというふうに思っております。 

 非常に重い沈黙が支配しておりますけれども、私としては、これで十分ではないか

なというふうに思っているんですけど。 

○田中教育委員長 じゃあ、私から１点。この大綱について、全容を見せていただい

たりして、私たちも見たんですけれども、まず基本的に現状では、本当にいろいろ施

策を練っていただいとるんですけども、少子高齢化というのがもう教育のどうするの

かの現状の中にやっぱり根強くあって、ここを無視しての教育というのはあり得ない

という中で、特に私たちが思っているのは、少子のほうですね、高齢化でなくて少子

のところの問題なんで、町として大綱の中にもうたっておりますけども、実際の取り

組みとして、幼、小、中の連携ということをかなり強く意識した計画になっていると。

特に幼の部分ですね、こども園という形にして、そこの連携と、特に事務局のほうで

もそこと小学校へのつなぎの段階、連携の部分、これに力を入れているところで、こ

れについては、非常に僕は、うちの特色の中でも大事にせなあかん部分じゃないかと

思います。 

 それともう１点は、逆に、ややもすると、中学校まで教育委員会の教育というのは

そこで意識が薄れていく、次へ送りますよという高校があるわけですけど。ところが

地元の高校に対して、私たちは町としてそこで学ぶ子供たちについても教育的な視点

と熱い期待を込めて高校への連携という形の中で具体的なものをやっていく。実はさ

っきの話にありましたけども、浜高で麒麟獅子の取り組みがテレビで放映されていた

よという話がありましたように、非常にありがたいことだと思う。だけども、その情
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報が町民にうまく伝わってないという。私もたまたまテレビ番組を見て知ったぐらい

で。もっともっとそこへ具体的な取り組みがお互いに共有できて、より高めていくよ

うな、そういう実践についてこれから高めていってほしいなと、取り組みの方向とし

て私は大綱の中で各校、幼、小、中、高というその辺を大きく見た目で教育を本町で

進めていただけるということについては、非常に感謝しているし、方向性の中でもや

っぱり大切であると思っています。以上です。 

○岡本町長 中井委員、どうでしょう。 

○中井委員 大綱として教育振興基本計画の中に書かれてる内容については、今まで

もずっと話をさせていただき、お決めいただくことなんで、このことについてどうの

こうの思わないんですけども、ちょっと道がそれてあれなんですけども、前回、温泉

小学校の入学式に行かせていただいて、そのときの入学生が２２名、照来小学校が１

０名ぐらいだと思うんで、旧の温泉で３２名か前後だろうと思います。３２名という

のが、私が照来小学校に入学した当時が２クラスあって、それを１クラスにする。全

町、旧の温泉町で全体で照来小学校の半分しか生徒がいないと。町内の人口を見ても、

合併後で２，０００人前後ぐらい、これは新温泉町に限ったことじゃなくて全国的な

流れで、地域の時代と言われながら、実際は地域はずっと人口が減っているという現

状で見ると、これから子供がこんだけ減って、子供を育てるという、子供の成長する

過程として、過程といいますか、町として新温泉町の魅力が持てるような状況になる

んだろうかいうことが、ちょっと第一にあって、これから余りにも話がずれてしまっ

てあれなんですけども、やっぱり日本全体が人口が減っていくとすれば、その中でこ

の新温泉が残っていくという、教育、子育ての面で充実した町として残っていくとす

れば、ほかの町、地域間競争であることは間違いないと思うんです。美方郡であった

り、但馬であったり、山陰であったり、その中で育てる町として選ばれる町になるか

どうか。と考えたときに、確かに、例えば医療については中学までは無償になったり、

そういうことがあるんですけども、もう少しこの基本計画にないとこなんですけども、

育てる環境として、医療のことだけ言っても高校ぐらいまで無料化するとか、そうい

ったことで、例えばそれが結果として浜高の入学者を維持していくということにつな

がるかもしれませんし。なのでもう少し、何か周辺の町と、東京に勝とうとは思わな

いけども、この近辺の町の中で選ばれる町になるための教育環境の整備といいますか、

そういう工夫ができないかなと。もう基本計画そのものは申し分ないと、委員会、勝
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手に思っとるんですけども、そういうことをちょっと、近年、たかだか５０年と言い

ながら、自分が生まれてから５０年、これからじゃあ５０年って大きく変わっていく

んだろうなというところがあって、おくればせでもこの種のことは考えていただけな

いかなというのは。変にずれてしまいました、済みません。 

○岡本町長 本当に私自身も大変な危機感を持っておるんですけど。 

 御指摘のように、そういった教育環境を整えていく、特に幼児教育を含めまして、

そういった意味では、ある程度施策の先取りというようなことを積み重ねてきたよう

な思いを持っとるんですけれども、なかなか、それが比較されながら浸透してないと

いうか、今言われた医療費の関係であったり、２９年から、実は近隣の町では、高等

学校まで無料にいたしました。そういうことで一歩先んじたわけですけど、そこの町

は実はずっとおくれておったんです、この３、４年、やっと無料化して、中学校まで。

２９年から高校も加えたような格好。ある市なんかはまだ全然、もうそこまでさわっ

てませんので、全くおくれとるといったらおかしいんですけど、おくれとる。次の報

告事項とも関連するんですけど、こども園等々の待機の関係であったり、そういう面

でも一定程度は子供の急激な減少という中で、待機児童もそういうことも要因して待

機者ゼロというような、これはゼロ歳児の問題がありますけれど。そんな関係やらい

ろんなことで、それが何ていうか、実際に子供を持っておられて、豊岡から転勤でこ

っちに来られたとか、そういう人はようわかっとんなるですけど。なかなかここの町

におんなる人が、それが客観的にどうなのかということまでしっかり認識していただ

けてないという面もあるというふうに思っております。 

 ただ、御指摘のように、少子化ということについては、実は平成２７年の国勢調査

の結果を見て、私も大変驚いたんですけれども、出生率が１．４だったんです。大体

１．８、１．７６ぐらいあったんですけど。平成２７年の国調結果では１．４という

数字が、１.４２だったかな。県下の平均より下になってしまいましてね。何でだろ

うなと思ったら、２７年の出生数自体が非常に少なかったということと、それから、

実は外国から来とられる適齢期というか１５歳から４０歳か、そういう女の人がかな

りふえとるんですわ。ですから２２年の国調のときのそういう外国から来た方々とい

うのは７０人ぐらいだったんですけど、２７年の国調では１２０人ぐらいになってお

りまして、中国やベトナム、それからカンボジアだったかな、そこら辺の働きに来と

る若い女の人がだっとふえとんですわ。結構な数字になるんです、何十人という数字
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は、そういう統計上では。そういう影響で極端に少なかったんと、そういう女の人ら

が来とるということで、そういう分母と分子の関係で、急にそんな１．４というよう

な数字が出て、私はすごく期待しとったんです、実は。まあ１．８ぐらいあるわいと

思っとってね。ところが、結果論としてはそんなことで、１．４だか１．４２でね。

これはまあ、えらいことだと思いましてね。人口そのものの減少の予測カーブは押し

上げたんですけど、押し上げたって言ったらおかしいんですけど、そういう転入者が

予想よりもある程度ふえとるというか。そういう意味では、部分的にはよかったんで

すけども、出生率の関係ではそんな数字が出ておりまして。 

 いずれにしても、１年で大体８０人ぐらいですので、本当に厳しい状況だというふ

うに思っております。教育環境の整備とあわせて、やっぱり、どういうか、結婚でき

やすいようなそういう手だてというか、そんなこともこれまで以上に力を入れていか

なあかんなというのが思いなんですけど、これは決定打がなかなかないというか。だ

けどやっていかないと、ちょっと本当に私、本当言うと何というか、一定、人口ある

程度減少していって、何でもそうなんですけど、底っていうのがあると思うんですわ、

そこそこなところに行くと。それはずっと、またそういう水準でずっと行くとは思う

んですけどね。何らかの形でそれをどういうか、支えるような、そういうところをや

っぱりやっていかなあかんなと、これまで以上にという思いを持っとるんですけど。

何か、私が長々としゃべりましたけど。 

○西村こども教育課長 町長、よろしいですか。 

 今、町長のほうから、年間８０人を目標ということで、地方創生の戦略の中でも、

年間の出生が８０ぐらいが目標です。その目標を達成するために、出会い、結婚、そ

れから妊娠、出産、それから保育、教育とそれぞれの段階で、先ほど町長が決定打が

ないと言ったんですけど、それぞれの段階で少しずつの継続した切れ目のない支援を

していくということで、それの積み重ねで８０を維持、目標というふうな、で取り組

んでおります。 

 今、小・中学校におきましては、大体１００以上はおるんですけど、そこが、もう

今、就学前の人口でいくと１００を切って、本当にこれから下手をしたら８０も切る、

それを何らかの地方創生の戦略の中でしていくということで、今年度、２９年度の子

供教育の一つの事業といたしまして、今言いました出会いのところから、パンフレッ

トでいろんな施策をこれまで、今、町長がおっしゃいましたけど、ほかの町よりすぐ
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れた施策がありながら、それが保護者、住民に理解され、十分に理解されてないとこ

がありましたので、パンフレットを作成して、それらについてこういう施策に取り組

んでおるんですよということを、今年度その事業で取り組みたいというふうに思って

いるところでございます。ちょっと補足をさせてもらいました。 

○岡本教育長 町長が言われたけど、本当に底が、底っていったらどこが底なんかと

いうこと、これからもある程度は今のままだって上げていくということがあるとして

も、もうここから先を減らしていかないという思いを基底に持ちながら、保育、教育

というのをやっていくという思いでおるんですけど、人口そのものをどうするかとい

う問題は問題として、その中で子供が少なくても、何ていうんかな、いい町、人が少

ないけどもいい町という、そんな人口が何万人もふえていくなんてことはあるはずも

ないし、小さくても、少なくても、その中で人が豊かさを感じるというか、ふるさと

教育ということがよく言われるわけですけど、この中で、この町に生まれて本当によ

かったな、振り返って大人になったときに、ああ、ここが私のふるさとだと思える、

そういう町にしていくことと、そういう教育をしていくということだというふうに私

は思ってるんですけども。 

 ふと今思い出したんですけど、うちの照来の中で一番へんぴなところが私の生まれ

たところで、子供３人おるんですけど、成人して大人になったときに、何が一番の思

い出かと言ったら、学校もあるし友達もあるけども、一番の思い出は家から学校まで

歩いて、学校から長い距離を歩いて、もうくたびれて帰ってきた、大変な毎日だった

わけですけど、その行き帰りが一番の思い出だと、３人とも同じことを言うんですね。

いろいろあるけどそれが一番の思い出。それは決して、一般的に見ればマイナスに見

えるそのことの中に自分がここで育ったんだと言える一つの思い出は学校の行き帰り

だと言うんですね。そこに、何ていうか、アイデンティティー、自分のよって立つも

の、何か力みたいなものがそこにある。それが育っていく上の大きな力になってきた

と。言えば、ちょっと大げさかもわからんですけども。だから小さくても、少なくて

もいいなという、もう一つの大きな要素は、やっぱり人ですね。その中にあるいい人

間関係ですね、人が人をつくるということを基本計画の一番の基本に置いているわけ

ですけど、そういうような思いを持ちながら、この小さい町で、いい教育をしていく

という、いい教育と言ったら何だということになるんですけど、その中のやっぱり基

本教育というのは、人と人の関係づくりだというところを基本にしながら、今の基本
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計画の一番の柱はそこにある。 

 社会がこうしてすごく変化していく中で、先ほどありました少子化の中で、自分の

生き方を育てていくというのを一つの基本、キャリア教育ということをよく言われる

わけですけど。一方はどうなるかという。本当に自分自身が何をよりどころとして生

きていくのかという、生き方がつかみにくいこの時代状況の中にあって、そこをどう

自分で生きていくか、そこには先ほども言いましたけど自分がいて、周りに人がいる

というその関係の中で自分自身を高め、ともに学び合いながら、さらに自分自身を高

め、ともに生きていくというそういったことを基本にした教育の推進ということだと

いうふうに私は思っておりますので、この基本計画は１期と２期、何が違うかという

ことなんですけど、何も特に変える必要もないし、変わってないと思うんですが、あ

えて言えば、より生きにくいというか、自分自身がどう生きていくかといったことが

非常に捉えにくい、不安定な中を生きていくということですね。だから、自立と協働

ということを、一言で言えばそうだと思うんですけど、それを基本にして決めるとい

うふうに思っておりますので、何だわけわからん話になりましたけども、この基本計

画、ちょっと何もかにもというふうな感じで、もっとぴしぴしと簡潔な内容というか、

そういうもののスタイルというのもあると思うんですけど、基本はそういうことで行

くと、これを受けながら、より見えにくい時代を生きていく子供たちを育てていくと

いうことだというふうに思っておりますので、御意見、たくさんください。ようしゃ

べりましたがよろしくお願いしたいと思います。 

○岡本町長 独演会にみたいになりましたね。教育委員会独演会みたいですけど。 

 私は大綱というのは、これとこれとこれっていう、それもありかなとは思いますけ

ど、教育の全体像を明らかにして、それは余り変わらんと思うんです、どんな時代が

来ても。どんな時代っていったらおかしいですけど、３年や４年で変わるわけじゃな

いと思っております。それはその本来の基本計画なり大綱のあり方だと思います。そ

んなもん、ころころころころ変わるようなもの、計画でもないし、大綱でもないとい

うことです。そういう意味では、私はこれで十分だと。例えば今いろいろ話題になっ

とる道徳教育とか、あるいはそういったものを、じゃあ町ではどういうふうに進めて

いこうかという、それぞれの具体性の中にもっと細かいことが教育委員さんの話の中

で決められたらいいという思いを持っておりまして、そういう意味での基本計画なり

大綱というものはこれで結構かというふうに思っております。ですからよく話はわか
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ります。 

 北村委員、どうでしょう。 

○北村教育委員長職務代行者 私も全然畑の違うところをずっと生きてきていますの

で、こういう文言を見させていただくと、かなり固苦しいなというのが第一印象なん

ですけども。 

 基本計画につきましては、文言を読ませていただいても、すばらしいなというふう

に思っていますし、これでよろしいんではないかなというふうに思っておりますが、

先ほどちょっと前段に申しました、生きてきた畑が違うせいもあるのかもしれません

けども、やっぱり捉え方が違って、それから解釈の仕方も、それからそれをまた誰か

に伝えようと思っても手だても恐らく違ってくると思います。それは年齢によっても、

経験によっても、立場によってもそれぞれ違ってくるんじゃないかなと思うわけです。

今、小学校の先生、学校の先生が全般に若返りがすごく急激に進んでいます。その中

で、今の我々と同等の方々が上のほうにいらっしゃるんですけども、その方々のやっ

ぱり経験だとか、さっき中井委員が言われたように生い立ちだとか、それから教育長

が言われたような生活の環境的なものだとかというのも全て違うと思うんですよね。 

 ちょっと話がどんどんずれてしまいますけども、今回の浜坂高校の進学、ちょっと

見させていただいたら、当たり前のことなんでしょうけども、僕たちのときに四苦八

苦してた大学にすんなり入れる、そういうふうな状況が生まれてきて、今後もそうい

うふうな状況になってきているというのもあるような気がします。ですので、うち、

僕は子供が３人いるんですけども、うちの子供たち今１人ずつで、長男なんかも、上

の子、５歳になりますので、もうそろそろじゃないのみたいな話をすると、とんでも

ない話、もう十分と。なぜかと聞くと、やっぱり教育費の問題があって。そういうふ

うな時代の背景だとか、彼らの考え方だとかというのを思ってしまうと、そういうの

も仕方ないかな。さっき申し上げた立場の違いだとか経験の違いだとかによって、僕

たちの時代には兄弟が３人おるだとか、もう普通の話で、５人おるだとか言ってもそ

んな珍しくない話で。それで僕たちもそういうのを見てきて、親のそういうのを見て

きているから、まあ３人はいるだろうみたいな。大学に行くのは当たり前だろうみた

いな格好で、それが当たり前で生きてきたんですけど、今の子供たちは僕たちの当た

り前が全然通じない。 

 これをどのように、じゃあ、次の世代の子供たちに伝えていくかということになっ



－11－ 

てくると、やっぱり学校の先生、教師が生徒に伝えるということが一番の接点といい

ますか、我々がここで協議させていただいても、どんなに立派なものがここにでき上

がってても、それを伝える者の感覚がやっぱり違っていれば違ったものに伝わったり

することになるんじゃないかなと思いますので、ここが第一段で、大綱であるんです

けども、その次の段階をどうするのかということがこれからの課題になるんじゃない

かなというふうに思ってますし、今の社会も、僕自身はあんまり、ひねた見方はして

るんですけども、商売的にはおもしろくないんです。人口減って、売り上げも上がり

ませんし、大変な時代だなというふうに思ってますけども、すごく生きやすいんです、

並ばなくてもいいし。さっき言ったみたいに混まないし。その上、生活にも困らない

し、それからどこへ行っても、人口が少ないですから、特に新温泉町のどこの施設に

行ったってウエルカムです。ある都市部の限られたとこだけが混んでいるだけの話で。

だからそういうふうな時代もいいんですけども、それでは限界集落というか、限界の

町になってしまうのもう見えてます。 

 それで、商売的な考えからすると、それでエリアを広げていろんなところから人に

来てもらったって、大きな枠からすると取り合いですから、もうまさに何か行政が商

売化してきたなみたいな感じで思ってしまうんですけども。でも、それにはやっぱり、

僕たちが生まれて子供を育ててきた段階よりも、すごく今の世界というのは手厚くて

恵まれていると思うんですよね。だから、教育委員をさせていただいて、学校訪問を

させていただいてびっくりしたのは、たったこれだけ、例えば２０人足らずのクラス

に先生が２人ついている、何じゃこれみたいな。どんだけ金があるんだみたいな。僕

らのときには本当に、中学校のときなんかは、あれでも合併して１つになっちゃった

んで、そういう危機感はあったと思うんですけども、５０人ぐらいが１つのクラスで、

そこに先生が声張り上げて、何を伝えてるんだ、後ろのほう何を聞いてるんだ、前の

３人か４人ぐらいがちょっと聞いているぐらいの話で、そういう時代を過ごしてきた

っていうので。今、全然教育の方法も違いますし、それから手厚さも違うし、それか

らさっき町長おっしられたように、どんどんと無償化、だけども、おっきなお金を持

っている、収益を上げれる、自治体といっても会社ですから、そういう自治体に対抗

しようと思ったって絶対無理だと思うんですよね。 

 そこには、都会と違うものっていったら、もうこの環境しかないので、僕は思うん

ですよ。だから、その環境をどうアピールして、どう生かしていくかっていうのは、
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浜坂高校も１クラスになり、びっくりしたことに北小学校とか浜坂小学校というのも

１年生が１クラス。もう、さっき言った８０人というのは、それは何を根拠の８０人

なのか。あくまでも希望的な観測でしか僕には捉えられないといいますか。だからそ

ういう状況をやっぱりよく打破するというのには、みんなで考えて、我々だけ考えて、

上の者だけ考えてじゃなしに、やっぱり今子育てをしている方々も、それから子供た

ちも、それから、今新任で来られた先生なんかの意見も本当に十分に拝聴させていた

だいて、みんなの意見を集約して、活力をつけるしか手がないんじゃないかなと。も

う手厚いのはうんざり、うんざりという言い方はちょっと失礼ですけども、もうどっ

こにも聞くので、だから医療費だとか。そういう競争だけしてたって、財政が苦しく

なってしまうだけの話なので、そうじゃなくて、やはり将来を見据えて、何がと言わ

れるとなかなか難しい話になるんですけども。 

 商売的な考えから行くと、やっぱり、僕がやってる商売というのがすき間的な産業

といいますか、だけども大事なもの。そこをどういうふうに伝えていくかというの、

僕らもすごく四苦八苦しています。新しいものを取り入れたり、いろんな考え方があ

るとかというのも聞いたりして、すごく四苦八苦している。でも四苦八苦していても、

一つのものは揺るぎないもので、その揺るぎないものを伝えていくというふうに、そ

れしか、一つのものを突き詰めていくしかないという。だから、教育も何となくそん

な感じが、何年も教育委員をさせてもらっていて、そうじゃないかな。だけどもさま

変わりはすごくしていますので、それで、ジェネレーションギャップ、僕たちも何か

昔には新人類と呼ばれた時代なので、そういうふうなジェネレーションギャップがあ

って、それにそぐわないような内容もこの中には入っているなという。僕たちの、本

当に子供が今、子供を育てている、そういう内容にはそぐわないような、要するに現

実ではなくて夢が語られているような気がしますけども、彼たちはもっとすごく現実

を見ているので、そういうところにも着目していただいて、この基本計画を生かして

いただけるようなことになっていきたいなと思います。僕もただ取りとめのない話に

なってしまいました。以上です。 

○岡本町長 大林さん、どうでしょう。 

○大林委員 いや、そんな、皆さんが上手にしゃべった後で、私、しゃべれないんで

すけど。 

 私も済みません、これ読んで、本当に頭に入りにくいんですね。わからないんです
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けど、大綱っていったらこういうものなのかなという感じなんですけど。何か本当に、

確かにこれっていうのが何かなくて、わかりにくくってっていう感じでした。びっく

りですけど、本当に北小の１年生が１クラスになったというのは。もう、ただただび

っくりで。 

 私の子供の年代って、上の子はすごく少ないんですけど、下２人はすごい多い学年

なんですね、新温泉町の中でも。なので、私、３０過ぎてから子供３人生んだので、

もう本当に町とか県とか国とかから表彰してほしいよなっていうぐらいのことを昔は

言ってたんですけど、今の５年生、３年生ぐらいの子の同級生を見てたら４人兄弟っ

て当たり前にいるんですね、とか５人とか、もう信じられないぐらいに。だからもう、

そんな出生率が下がっているとも何か思えないんですけど、割りと一人っ子のほうが

少ないです、１人兄弟とか２人兄弟とかのほうが。だけども現実は一番下の子から２

つ下の子の学年で３５人ぐらいしかいないのかっていう感じなんで、もう、どうした

ら子供がふえるのかとか、結婚しない同級生もいるんで、どうしたら結婚してもらえ

るのか、するのかとかというのを考えなきゃいけないと思うんですけど、先ほど町長

が他の自治体から比べたら、すごいこっちのほうがいいんだよということを言われて

ましたけど、私、前、子ども・子育て会議で言われてたのが、岩美とか鳥取に出られ

る方が、浜坂から多いっていうんですよね。確かに鳥取なんかに出られる方、多いで

すよね。というと、やっぱりそっちのほうが、何かいろいろいいと思う、聞くと。家

を建てるのも安くつくんだとかね、いうのも聞くんですね。だから、確かに県の職員

の方でこっちに来られた方は、もう絶賛ですよ、新温泉町のことは。もう本当に、蛇

口をひねったら温泉が出てくるし、温泉施設はいっぱいあるし、スーパーや図書館が

車で５分圏内にあるとこはほかにはないということで、本当に兵庫県のほかの地域の

ところから来られた方は絶賛されてますけど、そうやって鳥取に出られる方が多いっ

ていうのは、やっぱり鳥取にも何かもっといいところがあるのかななんて思ったりも

します。 

○岡本町長 確かに、これも２７年度の国調の結果なんですけど、鳥取に流出するの

が大体３００ぐらいあったんですけど、２７年の国調の結果を見ると、それを押さえ

込んで、１５０弱ぐらいになったんです。ほんで、今度は東に行くのも、それは流出

を押さえて逆に２９人だかプラスになった。豊岡、朝来、あっちに行っている、もち

ろん５年前の話ですよ。２２年と比べたら、２７年はそんなことで、鳥取に普通３０
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０出るのが半分になったと。豊岡、朝来に行くのが逆にプラス２９になったというこ

とで、これは道路の、だんだん道路状態もよくなるというようなことで、私もそれ見

て驚いたんですけど、鳥取への流失はある程度押さえられたと、東からはプラスにな

ったというようなことで。社会減もある程度押さえ込んでこれたかなと。むしろ鳥取

県内は、ある意味では雇用の場で通勤可能の状態になってきたなというような思いを

持っとるんですけど、そういうデータが出ました。 

 確かに、大林委員が言われるように、鳥取は地価が安いんですわ、土地が安いんで

すわ。ですから、鳥取近郊に土地を求めて家を建てるっていうのは、結構あるという

ふうに思っております。そういう面での鳥取の状況というのは感じておりますし、た

だ、今の町の雇用環境を見ますと、兵庫県のほうが、どういいますか、最低賃金が高

いもんですけえ、鳥取から逆にうちの町の企業に勤められるというのが非常にふえて

おりまして、これも但馬全体なんかで１．５あるはずなんです、有効求人倍率。県下

でもかなり高いんですけれども、むしろ働き手不足で、そういう状況の中で、鳥取か

ら働きに来るというのがふえておるということも聞いております。 

 特に、大林委員が言われた、県から来られた町に赴任された方々はすごい褒めるん

です、この町のこと、図書館があると、そもそも。すぐ行けると。子供と一緒に行け

ると。何ちゅうええとこだいやというふうにいつも褒めていただくんですけれども、

なかなかそういったことが外向けで十分暮らしやすいところであるということがなか

なか浸透できてないというのも事実ですし、なかなか、今、移住定住とか言われるん

ですけれども、確かに移住定住していったために何が必要かということで、町として

も住宅であったり、いろんな手だてを打っとるんですけれども、なかなか移住定住と

いうのは、難しいと思っとんですが、簡単なものではないというふうに思っておりま

す。 

 移住定住、力を入れなあかんのですけど、私はやっぱり、その前提には、ここで育

っておる子供たちにやっぱりこの町の、何ていうか、魅力というか、そういったもの

をしっかり教育をしてほしいなというふうに思っておるんです。我々も、私も教育長

も６６ですけれども、過去を振りかえってみると、やっぱり中学生といっても、もう

１５歳か、１４歳か。あと３年か４年したら、立派な成人なんです。そういう子供た

ちにしっかり教育させることがまずもって大前提で、そういうことがありさえすれば、

外から別に人に来てくれ、来てくれ言わんでも、ある程度の、どういうか、人の人口
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というのは、そういう点から力を入れていけば、私は確保できるんじゃないかなとい

うふうには思っとんです。それがあって移住定住があり得るんだというふうに思って

おります。 

 そういう意味では、ふるさと教育であったりそういうことを大いに期待をしとるん

ですし、もう一つは、やっぱりこの町が、子ども議会をするんですけど、この町は君

らのもんだと、そういう自治の精神というか、町の担い手としての教育というか、そ

ういうことをやっぱりしっかり子供たちに伝えていくと。この町は君らのもんだ、こ

こが一番大事なところだというふうに私は思っております。そういう教育がないと、

町が死んでしまいますけえな。このところを何とか期待するところが、非常に大きな

ものがあるわけでして、つい何か、私も大変長い時間しゃべっておりまして。 

○田中教育委員長 ちょっといいですか。今意見を聞いて、かなり踏み込んだ話にな

るんですけど、具体化で言うと、私、仕事の関係でいろんなところからいろんな情報

を聞いて、今の移住定住のことでも現実にあるんで、今かかわっておりますし、町長

も知ってはるとおりで、山口県からはるばる住みたいってことで、保護者の了解をと

って、役場にもお世話になってというふうな話がありました。そんな人、いろんな話

の中で、率直に聞くと、こんな言葉でございます。新温泉町ってどんなイメージって

言ったら、おとなしいということ。自分のこと、一生懸命いろんなことがあるのに、

おとなしくて言わない。来てみて、あっ、こんないいことがあるのに何で言わないの

って。今の話とすごく共通するところある。こんなことがあるんです、来てみんとわ

からへん。来てみても教えてくれないからわかんない。それと、もう一つは、地元に

いる人はこのよさを知らないですねという。全く同じようなことを言われる。私もそ

の１人かもしれない。ということは、取り組んでいることが、僕、情報が共有できて

ないと思います、町として、まだまだ。ＰＲという言葉はいろいろあるけど、例えば

今、期せずして町長がおっしゃったように、子供たちが自分のふるさと、全くそうだ

と思うんですよ。子供たちも含めて町民ですから。大人があって子供たちが２軍じゃ

ないんです。おぎゃあと生まれたときから、あなたが町民の位置にいるんですという

ことですね。まさしくそうなんです。まだ意識がそこになってない、小学校、中学校。

私が生きているそのものが町なんですという、そこの論理、言われるとおりだと思い

ます。 

 しかし、なぜそうなってないのか。これは、学校の先生方にも多分聞いても、新温
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泉町ってこんなところだと、こんなものを取り組んでいて、こんな課題があって、こ

んなすごいですよということを聞いても、まず、残念ながら浸透してないと思います。

これ、現実だと思います。ひらづてな言葉で言うと、情報共有ができてない。もっと

言うと、ＰＲができてない、意識ができてない。私自身もそうなんです、残念ながら。

そういうところはおとなしいというイメージとすごく重なってる。結局、私なんか施

設に入ってみて思うのは、町立加藤文太郎図書館なんてすばらしいと思いますよ。し

かも、みずからのところにありながら、両隣の町へ手を伸ばして、みんなで共有して

いって、本という一つの媒体を通して知識を高め、生活を豊かにしますと、こんなと

ころあるかっていうような。私はすっごい共感しとんです。じゃあ、手を伸ばしたお

隣はどうですかと、どう考えてるかと。昔の、私が子供のころに、何かおいしいもの

があった、でも、自分とこだけじゃなくて、カボチャ１つでもですよ、炊いたら、隣

にもちょっと、きょうはカボチャをうち炊いたから隣にも食べさせてあげよう。何か

もらうと、例えば酒造会社の出稼ぎから帰ると、酒の粕を隣の家にもと。むしろ、町

行政そのものも、それぞれは確かに個性もあり自立もせなあかんけども、他と共有し

たり、他の者を支援したり、そうすることによって互いがより豊かにというふうな施

策がもっとあっていいんじゃないかと、そんなことをすごく思います。僕は加藤文太

郎の取り組みはすごく、だからうれしいんです。だから、もっともっと、今の話で、

私が思うのは、これは個人的な意見ですけども、学校にもそういう情報が欲しい。町

のよさ、ふるさと教育をする、こんなよさがあって、逆にこんな課題でやっているん

だと。それで、一町民として、あなたは何ができる、何を考える。だから、すごい感

動しました。子供たちに町民意識を持たせると。まさしく私、すごいと思います。持

たせてない、私たち。あなたもこの町の一員で、あなたがいるからこの町の人口は何

人ってカウントされるんですよと。まさしくそう思いますね。そんな意識を根底に置

いて、私たちもっともっとそれらを踏まえていかなあかんのちゃうかなと、すごく思

います。 

 もう一つは、私たちは、子供のころ、自分のことは自分でやれと、自力を高めろと、

基本そうです。人に頼るな、他力を頼るな。でも、今の時代、そうなんですか。他力

なんて当てにするな、世の中が何かしてくれるなんて思うな。自分でどんどんやれよ

と、私、子供のころそんなんでした。違いますね、今むしろ、他力、自力について、

ある新しい共助、共力というのがある、ともにの力。共力の時代だという。これこそ
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まさしく駄じゃれみたいな強力だというふうなことを言ってる、本にもありますが。

結局、他力も大いに結構、自分についてやっぱりプラスにしたり、また自分も逆に言

うと、他に与えることによって、余力を与えることによって、他も高まるとかね。ま

さしく、今のうちの町の中で育つ子供たちにはそんな力をつけてやりたいなというふ

うな思いがあります。 

 いろいろいいましたけど、私、ものすごく、きょう、感動したのは、そうだ、町長

の言われるとおりだと。子供１人もこの町のあなたが構成員なんだと、組織人。これ

はぜひ、学校の教職員に伝えたいなと思います。そして、勤めているあなたも町の１

人の構成員だという。今いてる足元をみんなでつくりましょうという、何か、そんな

思いがすごく感動しました。済みません、要らんこと言って。 

○岡本町長 いえいえ。 

 大体、御意見も出尽くしたようで。まだ足らんかもわかりませんけど、どうでしょ

う、この２期の基本計画をもって町の大綱にかえさせていただきたいと思いますが、

御異議はございませんか。（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 そういうことで、異議がないようでありますので、教育に関する大綱は、第２期の

この新温泉町教育振興基本計画をもってさせていただきます。 

 次に、浜坂認定こども園整備検討状況について、御報告を申し上げます。 

 事務局より報告をさせます。 

○西村こども教育課長 それでは、資料の１ページをお願いいたします。 

 浜坂認定こども園の整備についてということで、前回の総合教育会議、昨年の１１

月の末でしたので、それ以降の動きを中心に報告をさせていただきます。 

 まず、１ページで検討の経緯ということで、５行目から、とりわけというとこで、

津波対策ということが今回の一番の改築整備の目的であるということが、今改めて重

要なことだというふうに思っております。浜坂認定こども園は５３年の５月の建築で

ありますが、大庭のほうは４９年の２月ということで、建築年度からしたら大庭のほ

うが古いんですが、先ほども言いましたように、津波対策ということで、先に浜坂の

ほうに取り組むというふうな状況でございます。 

 では、次のページをお願いします。２ページで、選定方針ということで、真ん中あ

たりから、選定基準については４点、それから、具体的重点項目については６点を上

げております。一番最初に選定基準のほうでは、安全で安心な園生活ができる場所と
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いうことが規定でされておりますし、重点項目の２点目には海抜のことが書いてあり

ます。３．４メートル以上が確保できるかと。これらを中心として、選定方針に従っ

て、検討委員会での検討もしてきたところです。 

 それから、３ページのほうで、６番目の、１月の１８日に検討委員会として、３カ

所の建てかえ候補地の選定を行っております。２月の８日には検討報告書の案という

ことで、３カ所を報告するという決定をいたしまして、翌日２月の９日に正副委員長

で町長のほうに３案の報告をしているとこでございます。 

 それから、次に４ページに行っていただきまして、選定経過ということで、フロー

でその流れを記載をしておりますが、左と右で移転の建てかえ、それから、右側が既

設のかさ上げの建てかえということでありますが、これも協議をして、これはもう移

転の建てかえということで、ずっと流れを示しておりますが、町長への報告というこ

とになっております。 

 それから、次に５ページをお願いします。５ページには建てかえに向けての流れと

いうことで、左側が整備検討委員会の取り組み、それから、右側が事務局の２８年度

からの経過を示しておりますが、事務局のほうで、先ほど３カ所を町長に報告という

ことがあったわけですけれども、右側に行きまして、建てかえの候補地選定審査会と

いうことで、町の、行政の中でその３点から１つに選ぶ審査会ということで、副町長

を代表といたしまして、その審査会でいろんな要素を勘案する中で、最終候補地、浜

坂すこやか広場というものを決定をしております。３月議会に候補地の報告を行い、

現在、地元、宇都野町であったり、関係団体ということで、体育協会のほうからは要

望書、意見という形で出てきております。浜坂すこやか広場が、現在、野球、サッカ

ー、グラウンドゴルフ等、利用者がおりますので、それらについて、いかにそれら、

利用されている方の対応策を考えるかということで、その協議を現在しておるところ

でございます。今後の予定といたしましては、基本設計、それから実施設計に取り組

んでいくわけですけど、あくまでも地元であったり、団体との一定の合意を見てから

でないと、これには着手できないということで、予定といたしましては、今年度、実

施設計につきましては、工事費５億をベースとした実施設計の予算についても予算措

置をしているところでございます。実際の工事着手については、今、３０年度に着手

というふうな目標で、スケジュールとしては考えているといったころでございます。 

 それから、次に６ページをお願いします。６ページには、浜坂地域の周知の埋蔵文
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化財包蔵地ということで、埋蔵文化財の存在が知られている土地のことを、周知の埋

蔵文化財包蔵地というふうに言います。すこやか広場についても、このエリアに含ま

れておりますので、事前の届け出、あるいは試掘の調査ということが、文化財の保護

法で決まっておりますので、実際工事着手までには、こういった対応もしなければな

らないというふうになっておるとこでございます。 

 それから、少しちょっと言い漏らしましたので、５ページに戻っていただきまして、

事務局の一番上のところで、１２月の補正予算にて既存の浜坂認定こども園耐力度調

査費の計上ということで、耐力度調査というものを実施しております。現有、現在の

建物が、いわゆる老朽化等によって、今後どれぐらい老朽化の影響が出ているかとい

うふうな調査で、これを踏まえた中で、耐力度がないというふうに判断された場合に、

国のほうから補助金がもらえるというふうなことで、補助金については原則３分の１

というふうな補助で経営されているとこでございます。 

 かいつまんだ説明になりましたけれども、園の改築につきましては、現在そのよう

な状況ということで報告をさせていただきました。以上でございます。 

○岡本町長 体協のほうから、議会宛てと私宛てにそういう意見書というか要望書だ

ったか。それが提出されました。一応、教育委員会にも。 

○西村こども教育課長 教育長宛てにも。 

○岡本町長 もうそんなことで、ちょっと。いずれにしても、この５ページの、候補

地の選定過程で３つに絞られまして、それで最終的に一つに絞ったわけで、そんで３

月議会の常任委員会のほうに報告させていただいたんですけれども、地元のほう、そ

れから、今言う体育協会、もうそこでそういう、すこやか広場ではいけんと違うかと

いう状況が今、そうなっておるということで、いずれにしましても、３つの候補地が

あったんですが、いずれも１００点満点というのはないわけでありまして、候補地を

絞る中で、それぞれの候補地の、それぞれの特有の課題というもんが当然あるわけで、

その課題を解決する形で提案していくっていうのが、私どもの基本的な立場でありま

す。今はそういう格好で地元の説明、それから、体育協会に対する説明をしていくと

いうことに、今そういう説明の体制ができたということで、これからそういう説明に

入らせていただきたいなというふうに思ってるところでございます。何か十分な説明、

報告にはならんですけど、そんなところで。 

○岡本教育長 １００点満点のところはもとからないんで、その課題を整理し、地元
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や関係者、団体のほうにも理解をしていただきながら、こども園も、地域の方のみん

なの防災拠点であり……。 

○岡本町長 確かにな。 

○岡本教育長 地域の大事な場所だというふうな思いも当然ですし、そういったこと

も含めて、そういった問題を整理し、いいこども園ができたなと、お互い、ある意味

では辛抱し合う部分では、やりくりしということの中で、全体で、本当によかったな

と言えるふうに何とか持っていきたいなという思いですんで。そうはいっても、いろ

いろとこだわりを持って、また言われる方もおられるでしょうし、とにかく皆さんの

言われることには耳を傾けながら、しっかり説明させていただきながらいきたいなと

いうふうに思っております。 

○北村教育委員長職務代行者 ちょっとおたずねしてもいいでしょうか。 

○岡本町長 どうぞ。 

○北村教育委員長職務代行者 耐力度調査の実施はされたわけで、その結果とかは出

ているんですか。 

○西村こども教育課長 耐力度調査を実施しまして、基準が示されているんですけど

も、その基準よりも、いうと耐力度がないっていう基準、点数になっておりますので、

それを今、県と、持っていって、それで、その結果を持っていかせていただいたと。

ですので、耐力度がありませんので、新しいものが必要だということで、進めておる

とこです。 

○北村教育委員長職務代行者 じゃあ、補助金はいただける方向だと。 

○西村こども教育課長 はい、その方向で。 

○岡本教育長 課長、さっき言われた、そんな３分の１も出ないでしょう。 

○西村こども教育課長 ３分の１というのは。 

○岡本教育長 幼稚園部分。 

○西村こども教育課長 幼稚園部分。 

○岡本教育長 幼稚園部分の３分の１だと。 

○西村こども教育課長 そういう意味です。 

○田中教育委員長 全体ではなく。 

○西村こども教育課長 はい、園児の数、１号、２号、３号とある人数に幼稚園部分

のみがこれの対象になるということですので。 
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○岡本教育長 でも、わずか。４，０００万かな、はじいたら。そのぐらい出るかど

うか。どうかなと思って。 

○岡本町長 わずかでも、ないよりましだし。 

○岡本教育長 さあさあさあさあ。 

○西村こども教育課長 要は１号から３号まであるんですけれども、１号、２号が対

象になって、３号は対象にならないということですので、約８０％になります。だか

ら、８０％を掛けた中で、そこから３分の１ということになります。 

○岡本町長 何だしょぼいな。 

○西村こども教育課長 基本的には保育園の整備については、国は私立には補助する

けれども、公立には補助しないというのがもう基本になっておりますので、せめて幼

稚園部分というところでもらえるという。 

○岡本教育長 私立なんかね、ごっつい補助がね、入ってますから。 

○西村こども教育課長 国としては私立をふやしたいという流れですので。 

○岡本町長 保育園、幼稚園というのを、基本がもう既に、公立とかそういうもので

はなくって、株式会社でも参入できるような、そういう状況になって、幼児教育なり、

そういうものの公の施設整備であったり関与というものが、だんだんだんだん削られ

てきとるのも実際ですし、小泉改革のときに、そもそもからして、そういう、もう一

般財源の中に、もうそんなもん全部放り込むというようなことで、なかなか難しい状

況ではあるんです。 

 そもそもが津波対策ということで、ここに冒頭書いてありますように、兵庫県が２

７年度の１１月に５メーターの津波高を想定しました。非常に遅きに失しておるんで

すけれども、２９年度をかけて、それぞれの海岸部の具体的なシミュレーションをし

ていくということで、詳細な結果が３０年、あるいは３１年ぐらいには出るというふ

うに思っております。そこら辺のギャップが、最初から５メーターという想定が出て

おりましたら、こがいな苦労はせんでもええわけですけれども、日本海の地震、津波

については、兵庫県、非常におくれをとっておって、結果論として、こういう補助の

形しかちょっとできないわけですけれども、いずれにしましても、３．１の高さの、

海岸部に接したこども園では、有事を想定するととんでもない事態になるということ

で、できるだけ早いうちに安全なところに新築したいという思いの中で、きょうまで

進んできたわけですけれども、先ほど申し上げましたように、１の選定で、それに絞
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り込んだ中で新たな課題が生じておると、それについて今、代替案をもって地元と、

それから、関係団体なるのかどうかわかりませんが、皆さんのお手元にあると思いま

すけれども、体育協会にも理解を求めるというアクションをしていく段階になりまし

たということでございます。つきましては、体育協会についての基本的な代替措置と

いいますか、一つは、浜坂中学校に照明も設置しまして、野球であったり大人のサッ

カーであったり、そういったものは中学校でやっていただく。それから、小学生のサ

ッカーについては浜坂小学校でも可能だと、少年野球とバッティングもしないと。そ

れから、もう一つは、老人会のグラウンドゴルフですけど、これは今のこども園の解

体撤去の後の、グラウンド化すれば、それで十分だということでありまして、そうい

う対応をしていこうということで、あと、すこやか広場に新校舎を設置しましても、

当然グラウンド部分は残るわけであります。それは何ぼだったいな、３分の１か。 

○西村こども教育課長 今現在の現行の敷地が３，５００ぐらいですので、すこやか

の３分の１ぐらいしか園舎は占めない予定ですので。 

○岡本町長 それは何平米になる、グラウンドが。 

○西村こども教育課長 グラウンドは４，０００何ぼ。 

○岡本町長 ４，０００のグラウンドが残るんだな……。 

○西村こども教育課長 残ります。 

○岡本町長 残るんだな。それはもちろん地域の皆さんの防災訓練であったり、そう

いうものには当然使っていただいて結構ですし、それから、そこでのグラウンドゴル

フであったり、そんなことも日曜日であったり休日であったりは当然できるし、子供

らの授業中にできるかどうかちょっとわかりませんけれども、そんなところも調整し

ながら、今、表になっておる具体的な課題については説明していこうということにし

とるところであります。 

○田中教育委員長 この問題について、今、これ読ませてもらいまして、これは事前

に教育長からも聞いてましたんであれですけども、行政的な流れの中で手続に何らい

けんて言われる、ここはええとか、隠蔽しようとかいう意識のないことははっきりわ

かっておりますし、それはいいんですけども、やっぱり当初から言っているみたいに、

私、逆の視点もね、どうしても行政的に隠蔽がみたいな、つくろうとする、そこであ

る程度意見の摩擦が起きる、でも、それをクリアしていって、何とか理解していただ

いてという。例えて言うと、この計画にしても、例えばですが、一般市民からいうと、
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選定基準の中に、例えばこんなふうに周辺地域、関係者の理解が得られることで、こ

れはこのとおりでいい、これはやっぱり行政用語だと。市民目線は、町民はこうは言

わない。理解はもちろんだけども、そして、その人たちの支援が得られたり、協力が

得られることが望ましい。もう一つ踏み込んでいく。できればよいというふうに読み

方にしたらとっちゃうわけですよ。やっぱりおまえらが中心やないかと。そうじゃな

くて、私たちにも何ぼかメリットがある部分がやれる努力をしますよというような形

で。そうすると具体的に言うと、私は、この施設設備は、今のこうやってできたとき

に住民の方々には、今まで使っていたことと同等のことができなくなって不便を感じ

たり、不満を感じることがあるかもしれない。しかし、ここに来たときには子供たち

と地域住民との触れ合いの場を、あなたたちが一番よくできるところになるんですよ。

教育的にもそういう効果的なほうが、お互いがプラスになる、そういう園運営や、教

育の方法論にも趣向を凝らしていきますよみたいなことの、プラス点のものがあって

もいいんじゃないかなと。だから、理解してくれ、何とかするからしてくれ、大事な

ことだから、これは非常に大事な基盤だと思いますけども、と同時に、ここへ設置さ

せていただけることによって、少なくてもプラス点と、いや、だから、それは金銭、

物、事っていうことをよく、今も言います。物、事、金のことをいいますけども、物

ではない、人でもない、心の豊かさのプラス点がここへ何らかの形でついてきますよ

みたいなね、そんな辺の思いの部分もやっぱり教育委員会ですから、教育委員会の関

係ですからね、課長、そのへんのところは含めてほしい。何とか理解してくれ、相手

側に説得するばっかしではなくて、あなたたちにもプラス点が、それら起こることを

やっぱり考えていきましょうよと。だから、僕は最初言ったみたいに大いにできたこ

とによって、地域との交流がより盛んになって、地域住民との交流、そこの高齢者と

の交流、そういうものがほかのところよりも、ここにあるから、より私たちが一番よ

くできるみたいな、生きがいを感じてるみたいな、騒音だ何だということばっかり、

確かにマイナス点もありますけども、そんな視点も欲しいな思って見ています。全く

実際にこの方針に関係ありません。思いだけです。以上です。 

○岡本教育長 そういうことを含めて、本当に開かれたというか、できてよかったな

というこども園にしていかないけんなと思っています。 

○西村こども教育課長 今は地元にしても、団体にしても言っておられるのは、土地

ぐらい、今使っとるところを使わんでも何ぼでもあるんと違うんかっていうのを、思
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っておられるようで、いろんな洪水とか土砂災害とかのエリアをずっと町内に当ては

めていって、なおかつ海のほう、津波対策ですから、今よりも海に近づいていくとい

うことをずっとやっていくと、そんなに土地があるわけじゃないということを理解し

てほしいんですけども、要望書にしても、そういった細かい説明をさせていただく前

に出てきておるということが非常に残念なことでありまして、単なる今使っているの

がなくなるというとこだけの視点で、何かそういう意見なり要望が出てきております

ので、十分な説明をさせていただきたいというふうに。 

○田中教育委員長 それはしゃあないじゃないですか、それは自分とこが今やってた

ら、真っ先に考えるのはそのことだけですから。そんな周りの状況や広い視野で物を

捉えてって、なかなか出てきにくいんじゃないですか。いいんじゃないですか、それ

はそれで。だから、どう対応するかということですから。 

○北村教育委員長職務代行者 私自身も、本当この文書を読ませていただいて、半分

わかってて出してるような気がしています。ただ、わあわあ言われて、出すに出され

んって、出さんわけにはいかんなみたいな感じで、出されたんじゃないかなっていう

ふうに思っておりますけど。これは何をつくるにしても、何を減らすにしても、もう

必ず、それは賛成だとか反対がどこにもありますが。さっき委員長が言われたように、

僕らも委員会の中で何回も申し上げているように、都民ファーストじゃないけど、町

民ファーストでやっぱり考えていただいて、やっぱり園が来たから、前にも話しした

けど、何か子供の声がしてうるさいとかね、そんなことではなしに、そういうところ

も説きといて、教育ですから、やっぱりこうなってきたら、なかで一緒になって、じ

ゃあ、グラウンドゴルフの指導してもらっだりたとか、一緒になってやってもらった

りだとか、前もちょっと話ししましたけど、囲碁、園は普通に動いてるのに、園内の

一つの教室、あいてる教室を使って、地域の方が囲碁を指してるだとか、そういうの

はテレビで見たことありますし、非常に３世代というか、４世代になるかわからない

けど、そういうふうな状況が和やかでとってもいいなというふうに思っています。そ

れから、前もちらっと言いましたけども、子育てする段階の中で、どうしても園が完

全に閉まってしまうので、公園、子供らを日曜日に遊ばせる場所がないというふうに

思いますので、そういうところを上手に計画を立てて、今度はあそこを子供が自由に

入って、園の遊具なんかを使って遊べるような、そういう憩いの場所になるような設

計、そういう管理にも考えてますよみたいなところを、やっぱりさっき、付加価値を
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つけるんじゃないですけども、そういうような状況、今までとは違って、もっとオー

プンで開いたというか、まずは災害があった場合には、今度建物ができるんだから、

そういうところで地域の方々は安全に避難ができますよみたいなところを、これから

でしょうけども、アピールしていただければ、より一層の効果もあったり、また皆さ

んの協力も、さっき委員長が言われたような協力も得られたり、いろんなお知恵が出

てくるんじゃないかなというふうに思いますので、ぜひ、そういうところを早く全面

に出していただければありがたいかなというふうに思います。３分の１お金が浮いた

わけですから、浮いたわけっておかしいですけど、その部分を本当に実のある有効活

用に使っていただければありがたいかなと思います。 

○田中教育委員長 プラス志向いっぱいあります。 

○岡本町長 いや、たくさんあると思うんですけど。 

○田中教育委員長 たくさんあります。 

○岡本町長 何かそこら辺のプラスの部分っていうのが、あんまり理解されていない

っていうか、ちょっと我々も議会に報告して、それからいよいよ地元の皆さんに御説

明申し上げると。そういう時間的な余裕が全くなく、これが出てきたもんですので、

ちょっと、やや、そういう面では対応がおくれとるんですが。しっかりと説明してい

きたいというふうに思っておりますし、町にとっても悪いことではないし、そもそも

の移転の話っていうのは、本当に非常な３．１１を受けて、こういう話を進めてきた

んですが、せんだって熊本であったり、あるいは鳥取であったり、本当に何が起こっ

てもおかしくない状況ですのでね。例えば日本海で地震が仮に熊本程度のずれが生じ

た場合、どうだったかって言われたらね、それはやっぱりここもはよやらなあかん、

本当に日本海だったらどうなるんかということを本当に感じるんですわ。何が起こっ

てもおかしくないと。だから、何とか早いうちに計画どおりの年度で対応はしたいと

いうふうに思っておりますけれども、そこら辺の理解も含めてですけど、いろんな難

しいことがあると思いますけど、やっていきますので、中間報告という格好で、きょ

うは報告させていただきました。 

○田中教育委員長 一つだけ、すごく雑談的にいいニュースを。ちょうど夢中の男子

バレーかな。 

○岡本教育長 県大会で優勝。 

○田中教育委員長 その話が新聞に出るまでに、ちょっと僕に知っとるかっていうの
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で、あんた知っているか、こんな情報は大事だからと言った人がおりまして。でもな、

新温泉町、こども園を移転して新築しようという動きで、今、頑張っとるらしいな。

当然私らが言っても、それは夢のある話で、子供、少子化が進む中で、津波のことや

そんなんがあるにしても、新しくそこへ従来と違う夢のある建物建てようとしている

町っていうのはすごいと思うよと。期待しているし、ほかの人が参考になるようなも

ん、委員長、頑張ってつくれよって言うから、僕がつくるわけじゃないけど、僕も思

いは一緒ですわって言ったけども、いや、そういう新温泉町、そんな夢のある子供の

ことを手がけていこうっていうっていうのはすごいと思うよって、関心を持って見と

るわいって言ってくれた人がおります。他町の方でしたが、ありがたいなと思って。

そのバレーの話にかけて、いや、新温泉町、それこそ地味に見える、さっき言ったお

となしくて地味に見えるけど、やることやっとるって、いっぱいもっと外に言え言え

って言った人がおって、そういうことを言っておられました。だから、むしろそんな

目で見てくる人、あっ、動いてる、私は非常にありがたくそれを聞いたし、当然それ

に向かって、夢の実現の一つやがなっていうふうに、僕は言ってたけど。雑談ですけ

ども、そんな目で見ていただいてる方もいらっしゃるということをお伝えしておきま

す。 

○岡本町長 ありがとうございます。一応、以上でこども園の整備検討状況について

の御報告とさせていただきます。 

 次に、その他のほうに入らせていただきますけれども、事務局のほうで何かあるか。 

○宇野こども教育課長補佐兼教育総務係長 次回の会議の日程ですが。 

○岡本町長 次回の会議。その前に、その他のほうで。 

○宇野こども教育課長補佐兼教育総務係長 その他のほうで。 

○岡本町長 皆さん方のほうで受けたいと思いますけれども、どうでしょう。 

○田中教育委員長 すごい爆弾的なことを言います。教育長と打ち合わせしたので。

僕らは１年のうちに、教育委員はそれこそ教育の最前線の学校を見て、本当の部分で

すけども、頑張っている先生方の支援をするという思いの中で、校長を含めて支援で

きたらという思いでよく歩いているんですけども、町長は学校の教育っていうのを見

る場っていうのはあるんですか。 

○岡本町長 いや、卒業式とかに入学式とか、そういうフォーマルなときしかね、な

いですわ。 
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○田中教育委員長 大きな研究会があったら、呼ばれる。 

○宇野こども教育課長補佐兼教育総務係長 ふだんの授業は見られないですね。 

○田中教育委員長 私はいい意味で、何かの機会があったら、職員や子供がやってる

場っていうのを町長みずから場に出て見ていただくことがあってもいいんじゃないか

なって、これは全く私の意見。 

○岡本町長 どうなんでしょうな、そこら辺は。私も、ややちょっとそこの部分、教

育の現場をどうこうっていうことは、ややね、本来的には控えるべきだと。 

○田中教育委員長 教育委員会というのがあって、教育長がいるわけですから。 

○岡本町長 いうふうに、いや、見るのはええと思うですけど、見てどうだったとか、

何かそういうことではなしに。ただね、僕はいつも思うんですわ。子供らね、しっか

り挨拶してくれるんですわ。こんにちはとかね、１人でも２人でも。外からでもです

で。その辺で会ったときに。すごくうれしいですわ。うれしいし、本当にええなとい

うふうに思っております。授業しとるとこは見たことないですけどね。 

○田中教育委員長 授業というのは、僕が言っとるのは、子供教育活動全般ですから、

運動会だろうと、学習発表会だろうと、遠足だろうと何でいいんですけども、何か子

供たちや職員が一生懸命教育をやっている、そういう現状を少しでも、一端でもいい

から、触れる場をね、儀式では出てもらっていると思うんですけど、あのときは特別

な場でしてね。私たちも特別です、子供たちも特別で、教育の場ですけども、何か例

えて言うと運動会とか見られると思うんですけども、何か直接子供と触れるってこと

はまずありませんし、見ていただくことはあっても。何らかの形で、具体的なことは

私、全くわからんわけですけども、さっきの子供たちも町民の一人として、形成者の

一人だというところからの発想です。思い。逆に、子供たちからも出てほしいけども、

私たちのほうからも、ある程度接点を少しでも豊富化するという思いだけです。意識

の問題かもしれません。私たちほとんどのところにふれますが、議会の議員さん、ほ

とんど関係ないみたいな。中学になって、やっと子ども議会のほうで、ああ、そうな

のかというぐらい。何かないですよね。ちっちゃい町だからという、余計にという思

いが、何かそういう人との触れ合い、コミュニケーションにおける人と人との関係が

町をつくってる基盤だというふうに思ったら。何らかのことができんかな。 

○岡本町長 実はね、先週の土曜日にね、友達というか、前の町長というか、ほかの

町のですよ、２人来ておった。ほんで、海に案内しようかと思って、海に出て、そう
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するとちょっと波が高かったんです。それで、牧場公園に上がろうかといって、牧場

公園に２人連れて上がった。そしたら、町長、せっかくだけえ、リフトに乗んなれな

っていって、リフトに乗せて、そしたら、子供が２人、わっーとスロープを走って上

がりよるわけです。２人が、町長っていって、言うわけです、リフトに乗っるのにね。

そしたら、その市川と太子の前の町長が、私に向かってね、おまえ、あの子供ら知っ

とんかって言うけえな、いや、どこの子かわからんけど、わしのことは、子供らはそ

れなりに知っとるわいなって言ったら、はあって思って関心しとったんですわ、２人

がね。ほんで、そこの照来かって言ったらね、南小ですっていって。そうかそうかっ

ていって、ついあったんですけどね、そういう何か、ほかの町の前の町長がびっくり

するぐらい、そんなシーンがありました。だけえ、私、ごっついうれしかったです。

それくらい、うちの子供らはしっかりこう挨拶なり、そういうことができとるという

か、日ごろの皆さん方の大変な努力の成果だというふうに思っております。 

○北村教育委員長職務代行者 挨拶のことで言わせていただいたら、子供はすごくで

きるんですけども、大人ができない。 

○岡本町長 大人ができんな。 

○北村教育委員長職務代行者 はい。だから、本当に町民挙げて挨拶運動されたほう

がいいような気がしますね。子供が、今農繁期で人がいるじゃないですか。おはよう

ございますっていって言うじゃないですか。もう何か熱烈に言いますよ。そしたら、

おっさんなんか知らん顔して。あれはいかがなもんかなっていって思いますよね。だ

から、その子は二度と言わんようになりますからね、その人に対してはね。何かそう

いうふうなのがちょっと目に見えますし、それに、ＰＴＡのほうからもやってると思

いますけども、ＰＴＡのＰのほうがね、やっぱり子供はしっかりしてるのに、Ｐがさ

れないっていうのはね、というのは本当にありますので。役で出るときはすごくされ

ているんですけどね。それ以外のときには、何じゃらねんって思いますけどね。 

○田中教育委員長 いいですね、僕はごっつい好きです、こういう話。教育長が言わ

れた、うちみたいな規模で、小さくて、過疎に悩んでる、逆手にとって、だからこそ

語れる、うちの教育の具体論について語ろうじゃないかみたいな、そんなことができ

たらね、いいと思いますね。むしろ、規定では、それは全部が教育ですから、政治の

思いを積み重ねていくということは、これはやめるわけにいかんし、しなくちゃいけ

ないけども、それにプラスして、我が町を語る教育をやっぱりやりたいな。教育だけ
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にとどまらん、やっぱりそれは町行政とも密接にもこうなってます。 

○北村教育委員長職務代行者 あと、済みません、「あいさつ・そうじ・あとしま

つ」ののぼりがあるじゃないですか。あれは私、目の前に事務所がある関係で、すご

く色が変わったりして、管理も結構よくて、ばたばたはためいてるんですけど、ほか

のとこは見ないような気がするんですけど、そんなことはないですかね。 

○岡本教育長 いや、照来のほうにも、飯野はまた違ったのもあるし。 

○北村教育委員長職務代行者 飯野はまた違ったのがありますね、飯野と照来は見ま

す、見ます。あと、それから、要するに拠点になる北小周りですわ、ありますか、僕

見たことないような気がします。 

○岡本教育長 北小の周りにはないけど。 

○北村教育委員長職務代行者 あれ同じように配られてるんじゃないかなと。 

○岡本教育長 いや、配っております。青少年育成推進協議会で。 

○田中教育委員長 配っている、配っている。 

○北村教育委員長職務代行者 そこら辺もちょっと、こんな言葉悪いですけども、指

導していただきたいなというふうに思いますね。 

○田中教育委員長 保育園まで全部入れてね、こども園は全部入ってるね。 

○岡本教育長 全部配っとるはずだけど。 

○北村教育委員長職務代行者 でも、なぜ立ててないのかって。通学路に……。 

○岡本教育長 南小なんか玄関の入ったところに。 

○北村教育委員長職務代行者 そうですね、坂道のところの、ちょうどフェンスでし

たかね、もう完全に棒とかで、小学校のものなのか町のものなのか知りませんけど、

くくりつけてありますんでね、結束バンドで、パイプをね、そこにぽんと挿してあり

ますので、また色が変わったなとか、何か思って。 

○岡本教育長 いつまでこの挨拶というか後始末だという人、もっとステップアップ

してとかいうね。 

○北村教育委員長職務代行者 不易なもんですからね。 

○岡本教育長 これは基本だからね。 

○北村教育委員長職務代行者 だから、おまえもなれとか言われそうな気がしますけ

どね。だけど、基本だと思います。 

○岡本教育長 あれ青推協が、青推協って書いてある。だから、その予算の中で。 
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○田中教育委員長 そうですね。 

○岡本教育長 旗が傷んできたら、またね。ことしどうにかね。 

○北村教育委員長職務代行者 あれ色が変わってるから。 

○岡本教育長 色は変わってきます。 

○北村教育委員長職務代行者 変わります、変わります。見ますけども、何せ、うち

の前、小学校、しょっちゅう見るんですけども、いつも見ますからあれだけども、北

小見たことないなって、照来で見たことあります。飯野にもある、飯野はまた大きな

のがあるのを知ってますし。 

○岡本教育長 塩山はしてあると思ったけど。 

○北村教育委員長職務代行者 西小も何か見たことないなと思って。青推協、せっか

くされてるのに、そういうのを、きちんとしていただきたいなと思いますね。 

○岡本教育長 だけど、本当に県職だったり、県の土木だったり、税務署、豊岡税務

署の署長だとか来たときの話ししとったら、本当にここ、子供がええ挨拶します。や

っぱりいろんな人が言いますね。 

○田中教育委員長 浜中なんて、よう教育できてますね。浜中でようやってますわ。 

○岡本町長 よう本当、中学生や高校生も言うで。 

○北村教育委員長職務代行者 高校生言いますよ。 

○岡本町長 高校生が。 

○田中教育委員長 中学でごっついやっとるが。それに比べたら小学校は頑張らなあ

かん、言われとおりだ。 

○岡本町長 ほんまに感心するわ。そんなことで、予算ののぼりのことについては、

教育長、しっかり、あなたの所掌ですので、よろしくお願いします。 

 そろそろいい時間になったというふうに思っております。一応協議・調整事項につ

きましては、これをもって議了させていただきました。 

 それでは、事務局のほうで、その他について、１点、皆さんにお願いがあるようで

あります。 

○宇野こども教育課長補佐兼教育総務係長 次回の総合教育会議の日程ですが、時期

的に例年１１月に行っておりますけれども、それまででもどうでしょう。町長選が１

０月２９日に予定をされておりますし。 

○岡本町長 そういうことを書いてありますね。１２月っていうことでどうでしょう。 
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○宇野こども教育課長補佐兼教育総務係長 １２月でも。となると、教育委員さんの

改選もあるところでありますし、どうかなというのが、ちょっと悩ましい問題ではあ

るんです。 

○岡本教育長 それは北村委員と私ですか。 

○北村教育委員長職務代行者 問題ない。 

○宇野こども教育課長補佐兼教育総務係長 問題ない。 

○岡本教育長 それはもうな、決まっとることだから。それでどうだとか。 

○宇野こども教育課長補佐兼教育総務係長 １０月はやめて、１２月でやっぱりさせ

てもらって、１２月はまた議会になりますしね、合間を縫ってするという手もなくは

ないですが。１０月は子ども議会もあったり。 

○岡本町長 忘年会の前にするかな。 

○宇野こども教育課長補佐兼教育総務係長 はい、例年の。 

○岡本町長 例年のパターンか。 

○宇野こども教育課長補佐兼教育総務係長 例年のパターンで、じゃあ。１２月です

ね。閉会のほうを岡本教育長のほうから、済みません、突然振りましたが、お願いい

たします。 

○岡本教育長 本当に総合教育会議ということで大変ありがとうございました。語れ

ば切りがない教育の話でありますけど、基本計画のほうにしても、大綱にしても確認

いただきましたし、こども園も先が明るいですね、本当にいい話として進めていただ

いたと思っているところであります。町長を交えて、こういう町の子供たちのこと、

それから、町の未来を一緒に語れるということ、大変うれしいことだなというふうに

思っているとこであります。いろいろ目の前に課題がありますけども、事務局のほう

も皆さんの御意見をしっかり現実のものにしていけるように努力していきたいと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。きょうは本当にありがとうございまし

た。 

         ********    閉会 午前１０時５１分    ******** 
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会議の経過について、相違ないことを証しここに署名する。 

 

  平成  年  月  日 

 

    署名 新温泉町長 

 

    署名 新温泉町教育委員長 

 

 


